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第２次計画

見直し

計画策定の趣旨

計画の対象

計画の期間

　本市では、国の制度改正を十分に踏まえながら、平成２２年３月に「本宮市障がい者計
画」、平成２７年３月に「本宮市障がい者計画・第４期障がい福祉計画」を策定する等、障
がい福祉施策の総合的な推進を図ってきましたが、計画の期間満了に伴い、「本宮市第２
次障がい者計画」を新しく策定します。

　本計画において、計画の対象である障がいのある人とは、「障害者基本法」第２条に
示される「身体障がい、知的障がい又は精神障がいがあるため、長期にわたり日常生活又
は社会生活に相当な制限を受ける人」を総称しています。その他に、難病に起因する身体
上や精神上の障がいがある人、注意欠陥・多動性障がい（ＡＤＨＤ）、学習障がい（ＬＤ）
等の発達障がい及びてんかんや自閉症等を有する人で、長期にわたり生活上の支障があ
る人等を含みます。
　また、１８歳未満で児童福祉法に規定する障がいのある人を障がい児、１８歳以上の
身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神
保健福祉法）に規定する障がいのある人を障がい者と呼びます。
障がい者施策を推進するにあたっては、市民一人ひとりや、地域、ボランティア団体
や企業等、各主体が障がいに対する理解を深めることが重要であるため、市民全体も計
画の対象とします。

　本計画の期間は、障がい福祉計画・障がい児福祉計画の計画期間を踏まえ、令和２年
度から令和８年度までの７ヵ年とします。
　また、国や福島県の行政施策の動向、社会経済情勢等の変化を見極めながら、必要に
応じて計画の見直しを行うこととします。
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エスディージーズ

計画を進めていくための視点

計画の基本理念

SDGsの視点について

　本計画では、下記の基本理念に基づき、計画を推進していきます。

　計画の基本理念に基づき、具体的に計画を推進していくため、「（１）ライフステージ
に応じた支援」「（２）障がい特性等に配慮した支援」「（３）障がい者をはじめとする当
事者参画への支援」の３つの基本的視点とともに、下記の「SDGｓの視点」を定めます。

　2015年9月の国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
では、人々が地球環境や気候変動に配慮しながら持続可能な暮らしをするために取
り組むべき世界共通の行動目標として「SDGs(Sustainable Development Goals ／
持続可能な開発目標)」が掲げられました。
本市の障がい福祉においても、全17の目標のうち、特に関係性の深い目標として、
次のような目標が挙げられます。

エスディージーズ

障がい児・障がい者が、障
生きがいをもって安心して生活しているまち　
　　　　　　　共生社会を目指す　もとみや　

障がい児・障がい者が、
　生きがいをもって安心して生活しているまち
　　　　　　　　共生社会を目指す　もとみや

障がい福祉に関連する　　の目標

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

人や国の不平等を
なくそう

住み続けられる
まちづくりを

５つ

平和と公正を
すべての人に
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基本方針 １ ともに支えあって暮らす

本市においては、下記の７つの課題を挙げて、具体的な施策に取り組みます。

　意思能力が十分ではないため、生活のさまざまな場面で権利を侵害されやすい障がい者
が、安心して日常生活を送れるよう、国においては、成年後見制度の利用促進の取り組み強
化が示されたことから、関係機関との連携を強化し、成年後見制度が必要な障がい者の把握
や制度の周知強化等に取り組みます。
　また、権利擁護活動の推進に向け、人権擁護委員の活動の周知強化に取り組みます。
さらに、国からは、雇用者等による障がい者への虐待の防止とその養護者に対する支援等が
示されているため、関係機関との連携強化や養護者に対する支援等の充実に取り組みます。

　「共生社会」の実現に向け、障がい者差別の解消のための「障害者差別解消法」が施行される
等、地域住民一人ひとりが障がいや障がいのある人への正しい理解を深めることがより重要
となっています。
　また、調査結果をみると、職場での障がいに対する理解促進や学校での障がいに関する教
育が必要とされていることから、年間を通した広報活動の充実を進めるとともに、関係団体
との連携強化による障がいに対する理解促進等に取り組みます。

障がいに対する理解の促進

差別解消や権利擁護の推進

③交流の機会や場の確保
④ボランティア活動・支え合い活動の推進

①権利擁護の推進 
②虐待防止体制の整備

年間を通しての広報活動の推進と関係
団体との連携強化による障がいに対す
る理解促進

成年後見制度や人権擁護委員の活動の
周知強化等による権利擁護・虐待防止
等の推進

関係機関との情報共有の強化等による
相談支援の充実

専門医療機関や相談支援専門員の確保
及び医療的ケア児の相談支援体制の
整備等による保健・医療環境の充実

避難行動要支援者名簿登録制度等の
周知強化と避難行動へと結びつける
意識啓発等による防災対策の強化

障がい者の職場環境の改善や官公需の
拡充等による雇用・就労支援の推進

地域住民との交流の場づくり等の充実
による地域交流支援の推進

計画で取り組むこと

①市民の意識啓発・広報活動の充実 
②福祉教育の推進
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基本方針 ２ 住みなれた地域で暮らす

　障がい者やその介助者が住みなれた地域で自立した生活を続けられ、生活の質を高めてい
くため、本人の意向や心身の状況に応じた適切なサービスや支援が受けられるよう、地域に
おける多様な生活のあり方を支援するサービスの提供基盤の充実に取り組みます。
　また、本市において課題となっている、相談支援事業におけるサービス提供事業所の確保
等に取り組みます。

　障がい者が住みなれた地域で自立した生活を送れるよう、関係機関相互の情報共有を強化
し、総合的な相談支援体制の充実を推進します。
　また、障がい者が必要な情報を得ることができるよう、それぞれの障がいに配慮した情報
伝達手段の拡大に取り組みます。

　障がいの早期発見とフォロー体制の充実に向け、関係機関との連携を強化するとともに、
広域圏での医療的ケア児の相談支援体制づくり等に取り組みます。
　また、適切な保健・医療サービスの充実に向け、相談支援事業所との連携強化に取り組む
とともに、心の健康づくりや自殺予防体制の充実に向け、臨床心理士や委託医療機関等との
連携強化に取り組みます。

生活支援の充実

情報提供・相談支援の充実

保健・医療・健康づくり環境の充実

①障がいの早期発見とフォローの推進
②障がい者への適切な保健・医療サービス
の充実

③かかりつけ医の定着
④心の健康づくり・自殺予防の充実

①総合的な相談支援の推進 
②人材の育成

③情報提供体制の充実

①障がい福祉サービスの推進 
②地域生活支援事業の推進
③高齢者福祉サービスとの連携 

④サービスの質の向上
⑤介助者への支援
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　障がい児がそれぞれの個性を発揮し、その能力を最大限に伸ばしていけるよう、家庭児童
相談員による相談支援の充実をはじめ、特別支援教育支援員の拡充や障がい児保育における
特別支援教育支援員の配置による障がい児の事故防止や発達の促進に向けた支援等に取り組
みます。
　また、保護者の不安を解消するために、情報交換会の場を設けるとともに、子育て支援団
体との連携を進めます。

　国においては、障害者雇用促進法の改正により、障がい者の雇用支援の充実が求められて
いることから、関係機関との情報共有や連携強化による就労支援をはじめ、担当部署の連携
による進路支援、市職員をはじめとした障がい者雇用率の拡充等に取り組みます。

　障がい者の円滑な社会参加の促進に向け、障がい者やその家族、障がい者団体等のニーズ
の把握に努め、生涯学習やスポーツ活動、まちづくり等のさまざまな活動への参加促進及び
活動への支援に取り組みます。

個性・可能性を伸ばす育ちへの支援

雇用・就労の支援

さまざまな活動への参加促進と活動支援

①療育の充実 
②障がい児保育の推進
③子育て支援サービスとの連携 
④就学指導の推進

⑤特別支援教育の推進 
⑥保育・教育施設の整備
⑦発達障がいについての啓発

①障がい者の雇用等の支援
②関係機関とのネットワークづくり

③仕事の開拓・拡大に向けた取り組み
④官公需の促進

①生涯学習やスポーツ活動等への参加促進
②参加を側面的に支える取り組み

③障がい者団体の活動支援
④まちづくり等への参画促進

基本方針 ３ 自分らしく生き生きと暮らす 基本方針 ４  安心・快適に暮らすためのまちづくり

　誰にとってもやさしいまちづくりに向け、障がい者や地域住民のニーズの把握に努め、中
央公民館もしくはサンライズもとみやへのエレベーターの設置に取り組みます。
　また、快適な居住環境の提供に向け、障がい者への住宅改修補助制度の周知推進や、公営
住宅におけるトイレ水洗化改修や住戸内の段差解消の検討等に取り組みます。

　国においては、災害対策基本法の改正に伴う「避難行動要支援者名簿の作成」が求められて
おり、本市においても令和元年１０月に東日本台風被害が発生したことを受け、関係機関との
連携を図りながら、防災体制の強化や障がい者の意識啓発に取り組みます。
　また、交通事故や消費生活トラブル等に巻き込まれないよう、地域における安全活動の更
なる充実に取り組みます。

快適な生活環境づくりへの取り組み

安全・安心なまちづくりの推進

①ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた
まちづくりの推進
②住宅確保に対する支援

①障がい者に配慮した防災対策の推進
②地域ぐるみの安全活動の推進

③快適な居住環境の向上
④外出支援の推進
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Plan

DoCheck

Action

障がい者の生活を支援するネットワークの構築

計画の進行管理

　庁内体制の整備をはじめ、市民や医療機関、教育機関、雇用関係、障がい福祉施設等
との連携をより一層強め、それぞれの役割を検討しつつ、計画の実現に向けて取り組ん
でいきます。
　また、国や県の新しい動向を注視しつつ、国、県、近隣市町村と連携した取り組みを
進めます。

　庁内においては、関係各課及び各課の実務担当者で情報交換し、全庁的な体制のもと
で本計画の進捗状況や関連情報の把握と評価を行いつつ、計画の推進を図っていきます。
また、本宮市保健福祉行政推進協議会において、計画の全体的な実施状況の点検や意見
交換を行いながら計画を推進します。
　本計画の進行管理にあたっては、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action
（改善）を繰り返すマネジメント手法である「PDCAサイクル」に沿って進捗状況の評価・
検証を行いながら、改善を重ねていきます。

本宮市
第２次障がい者計画
〈概要版〉
令和２年12月
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施策の見直し・修正 障がい者計画の策定

施策・事業の実施計画の推進状況の評価・検証

計画を進めるために
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